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Effects  of  Imaging  Letters  as  a  Dual  Task  on  the  Amount  of  Priming
Masao  ENDO
　The  purpose  of  this  paper  was  to  examine  the  effects  of  image  on  performance  during  the
word  fragment  completion  test,  by  manipulating  the  dual  task  type.  In  the  study  phase,  I
presented  36  participants  with  lists  of  words,  followed  by  a  word  fragment  completion  test.
One  group  of  participants  was  told  only  to  read  lists  of  words  (reading  condition),  a  second
group  was  told  to  perform  the  dual  task  which  required  them  to  image  the  figure  of  letters
(letter-imaging  condition),  and  a  third  group  was  told  to  do  the  dual  task  in  which  they  must
produce  words  (word-producing  condition).  As  a  result,  the  priming  effect  was  lower  in  the
letter-imaging  condition  than  in  the  reading  condition,  and  in  the  word-producing  condition.
This  result  showed  that  imaging  the  figure  of  letters  during  the  initial  study  period  signifi-
cantly  reduced  their  performance  on  the  implicit  test.



















単語フラグマント完成（word  fragment  completion）
課題、語幹完成（word  stem  completion）課題、画像






























響しない（Roediger，1990a４） ,  b５）；Roediger &
Blaxton，1987a６）,  b７）；Roediger,  Srinivas, & Weldon,




















（Parkin et  al.,  199012）；Russo & Parkin，199313）、語
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付表　実験における記銘時の教示
文字イメージ条件
　今から５文字のひらがな単語が出てきます。まずそ
の単語を音読してください。
　次に、そのひらがな一つ一つの文字に関して、あい
うえお順の次の文字をイメージしてください。
　例えば、「なつやすみ」と出てきたら、あなたは「に
ていせむ」をイメージしてください。
　そのなかで、閉じている部分の数を数えて、画面が
消えたところで声に出して数を答えてください。
　この例ですと、１つになります。
注意　１．一文字中に閉じている部分が２、３個ある
場合は、それも２、３と数えます。
　　　　　　　例：「め」…２個
　　　２．元の単語で「や」のときイメージするひら
がなは「い」
　　　　　元の単語で「ゆ」のときイメージするひら
がなは「え」
　　　　　元の単語で「わ」のときイメージするひら
がなは「い」
　　　　　元の単語で「を」のときイメージするひら
がなは「ん」
　　　　　元の単語で「ん」のときイメージするひら
がなは「あ」　とします。
　なお、イメージするときはなるべく、元の単語の枠
内を見てからイメージしてください。
　考えているときには声を出さないようにお願いしま
す。
単語生成条件
　今から５文字のひらがな単語が出てきます。まずそ
の単語を音読してください。
　次に、そのひらがな一つ一つの文字に対して、あい
うえお順の次の文字を考え、その文字で始まる単語を
順に言ってください。
　例えば、「なつやすみ」と出てきたら、あなたは「に、
て、い、せ、む」のそれぞれの文字で始まる単語を言っ
てください。
　考えているときには声を出さないようにお願いしま
す。
読み条件
　今から５文字のひらがな単語が出てきます。あなた
は、その単語を声に出して読んでください。
